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出雲市AI配車システム導入業務 

公募型プロポーザル実施要領 

 

 この要領は、出雲市AI配車システム導入業務の受託候補者の選定にあたり、公募型

プロポーザル方式により、最も優れた業務を提供できる事業者を選定するために必要

な事項を定めるものである。 

 

１ 概要 

（１）業務名 

出雲市AI配車システム導入業務 

（２）業務内容 

  別紙「出雲市AI配車システム導入業務 仕様書」（以下「仕様書」という。） 

のとおり 

（３）契約期間  

契約締結日の翌日から令和８年３月３１日まで 

（４）提案上限額  

   ３，７００千円 

 

２ 日程（予定） 

項目 日程 

プロポーザル実施要領の公表 令和７年７月１１日（金） 

質問受付 令和７年７月１１日（金）～７月１５日(火) 

質問に対する最終回答 令和７年７月１８日（金） 

参加申込書の提出期限 令和７年７月２３日（水） 

参加資格審査結果通知 令和７年７月２５日（金） 

企画提案書提出期限 令和７年７月３０日（水） 

第一次審査（書面審査） 令和７年８月 １日（金） 

書面審査の結果通知 令和７年８月 １日（金） 

第二次審査（プレゼンテーション審査） 令和７年８月 ６日（水） 

審査結果通知（書面） 令和７年８月 ８日（金） 

契約締結 令和７年８月中下旬 

  

３ 担当部署及び問い合わせ先 

出雲市総合政策部交通政策課（担当：清水） 

〒693-8530 島根県出雲市今市町７０番地 

TEL：0853-21-6819 

FAX：0853-21-6729 

E-mail：koutsu@city.izumo.lg.jp 
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４ 参加資格 

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件をすべて満たす者とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当しない者 

であること。 

（２）次のいずれかに該当する者であること 

 ① 出雲市物品の売買等調達業者有資格者名簿に登載されている者 

 ② 参加申込書の提出期限までに、出雲市物品の売買等調達業者競争入札参加資

格等審査要綱（平成24年出雲告示第151号）で規定される入札参加資格審査申請

に準じた書類（５⑴③に記載）を提出した者 

（３）島根県内に事業所を有すること、又は、システム障害や端末の不具合が生じた 

際に当日中に現地（出雲市内）にて対応ができること 

（４）出雲市建設工事等入札参加者に対する指名停止等に係る措置要領(平成17年 

出雲市告示第156号)に基づく指名停止措置等を受けていない者であること。 

（５）銀行取引停止処分を受けていない者であること。 

（６）参加申込書提出期限の日までに、会社更生法（平成14年法律第154号）の規定 

   による更生手続開始の申立てがなされていない者又は民事再生法（平成11年 

法律第225号）の規定による再生手続開始の申立てがなされていない者である 

こと。 

（７）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2条 

第2号に規定する暴力団員または暴力団若しくはその他の構成員の統制下に 

ある者でないこと及び暴力団の構成員及びその利益となる活動を行ったこと 

がある者が含まれていないこと。 

 

５ 参加申込手続 

（１）提出書類 

① 参加申込書（様式第１号） １部 

② 企業概要（様式第２号）  １部 

※ 別途、企業概要を確認できる書類(パンフレット等)を添付すること。 

③ 出雲市物品の売買等調達業者競争入札参加資格等審査要綱で規定される入札

参加資格審査申請に準じた書類 

※ ただし、出雲市物品の売買等調達業者有資格者名簿に登載されている者は、

提出を要しない。 

ア 経営実態調書（様式第３号) 

イ 委任状(様式第３号の2)(本社が契約等の権限を代理人へ委任する場合に 

提出) 

ウ 誓約書（様式第４号） 

 エ 役員等名簿（様式第５号）  

 オ 出雲市税の滞納のない証明書(申請日前3月以内に発行されたものに限る。)

又は市税情報確認同意書(様式第６号)  

※ 出雲市内に本店又は営業所がない者は提出を要しない。 

 カ 申請者の所在する市区町村を所管する税務署が発行する法人税、消費税及
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び地方消費税の滞納がないことを証明する書類(申請日前3月以内に発行され

たものに限る。)  

 キ 申請者の所在する市区町村を所管する日本年金機構の事務所が発行する社

会保険料の滞納がないことを証明する書類(申請日前3月以内に発行されたも

のに限る。)  

ク 法人登記の履歴事項全部証明書（法人）又は代表者の身分証明書（個人） 

（２）提出方法 

持参又は郵送に限る。 

※ 郵送の場合は、受取日時及び配達されたことが証明できる方法とし、郵送 

に係る事故等については提出者のリスク負担とする。 

（３）提出期限 

令和７年７月２３日（水）１７時（必着） 

（４）提出先 

〒693-8530 

島根県出雲市今市町70番地 

出雲市総合政策部交通政策課 

（５）参加資格審査結果の通知 

①  通知方法 

全ての参加申込書提出者に対し、参加資格審査結果通知書（様式第７号）を

電子メール（参加資格の有無を本文に記載）にて通知する。 

※ 通知先は、参加申込書に記載された担当者の連絡先とする。 

② 通知日 

令和７年７月２５日（金）（予定） 

    ※ 参加資格審査結果通知書は通知日に発送する。 

③ 参加資格がないと認められた者の理由説明請求 

参加資格審査の結果について、当該通知日の翌日から起算して５日以内に、

書面（任意様式）にて本市に説明を求めることができる。 

 

６ 質問の受付及び回答 

（１）質問方法 

① 提出書類 

質問書（様式第８号） 

② 提出方法 

ア 電子メールに質問書を添付して提出先に送信すること。 

   イ 電子メールの件名は、「AI配車システム質問」とすること。 

ウ 必ず、担当者に電話により送信した旨を伝え、着信したことを確認するこ 

と。 

※ 電子メール以外の方法及び提出期限後の質問は受け付けない。 

③ 提出期限 

令和７年７月１５日（火）１７時（必着） 

④ 提出先（送信先） 
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  出雲市総合政策部交通政策課 

 E-mail：koutsu@city.izumo.lg.jp 

（２）回答方法 

出雲市ホームページに質問及び回答を掲載する。 

※ 質問又は回答の公表が質問者の不利益になると判断したときは、質問者に対

してのみ回答する場合がある。 

 

７ 企画提案書の提出 

（１）提出書類 

 ① 企画提案書 

  ア 表紙は様式第９号を用いることとし、企画提案本文の様式は任意とする。 

   イ 用紙サイズはＡ４版とし、両面印刷で作成すること。ただし、これにより

難い場合はＡ３版の使用も可とする。 

 ② 導入実績（様式第１０号） 

（２）提案項目 

仕様書の内容を踏まえ、下表に示す各項目に則って記載すること。 

提案内容は、できる限り具体的なものとし、簡素な文書を用い、専門知識を有

しない者でも理解できるよう、わかりやすい表現となるよう留意すること。 

No 提案項目 記載事項 

1 基本的な考え方 ・出雲市AI配車システム導入業務に対する基本的な考え

方 

2 システム機能等 ・仕様書に基づき、システムの機能と操作性 

・他自治体への導入実績 

3 情報セキュリテ

ィ及び個人情報

保護 

・本システムの構築及び運用保守におけるセキュリティ

対策、個人情報保護に対する取組 

4 実施体制・ 

スケジュール 

・本システムの構築及び導入後の運用保守の実施体制 

・上記の実施体制で従事させる個々の要員の経歴や業務

実績等 

・実施スケジュール 

・職員等向けの運用説明及び操作研修の実施体制 

5 品質・性能保証

等 

・本システムの処理能力、アクセシビリティへの対応、

サービスの品質・性能保証対応について記載するこ

と。 

6 独自提案 ・本実施要領及び仕様書に記載のない事項で、本市に有

益な独自提案 

（３）提出部数 

①正本          １部 

②副本          ８部 

③電子データ（PDF形式）  １部 
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※ CD-ROM等の記録媒体により提出すること。 

（４）提出方法 

持参又は郵送に限る。 

※ 郵送の場合は、受取日時及び配達されたことが証明できる方法とし、郵送

に係る事故等については提出者のリスク負担とする。 

（５）提出期限 

令和７年７月３０日（水）１７時（必着） 

（６）提出先 

〒693-8530 

島根県出雲市今市町70番地 

出雲市総合政策部交通政策課 

 

８ プレゼンテーションの実施 

  企画提案書の内容について、プレゼンテーションを実施する。 

（１）日  程  令和７年８月６日（水）予定 

（２）実施場所  出雲市役所 

（３）実施時間  説明は３０分以内、質疑応答は１０分程度とする。 

（４）貸出物品  机、椅子、投影用大型モニター 

 ※ その他詳細については、企画提案者に別途連絡する。 

※ 参加者が多数となったときは、プレゼンテーションの実施方法等を変更する場

合がある。 

 

９ 受託候補者の選定 

（１）選定方法 

① 提出された企画提案書及びプレゼンテーションを、本市が設置する審査委員

会において評価基準に基づき採点する。 

② 失格者を除き、各評価項目の評価点の合計（以下「総合点」という。）が最も

高い者を候補者とし、随意契約の交渉を行う。ただし、その者と合意に至らな

かった場合は、総合点が次に高い者と交渉を行う。 

③ ②において、総合点が同一の企画提案者が複数いた場合には、審査委員の協

議により候補者を選定する。 

④ 上記にかかわらず、総合点が評価点全体の６０％未満の場合には候補者とし

て選定しない。 
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（２）評価基準 

No 評価項目 評価内容 評価得点 

1 基本的な考え方 ・提案内容の趣旨及び考え方は、本業務の目的に

沿ったものであるか。 

 

２０ 

2 システム機能等 ・仕様書の要件を満たしているか。 

・操作性 

・他自治体への導入実績 

３０ 

3 情報セキュリティ

及び個人情報保護 

・情報セキュリティ及び個人情報保護に対する取

組が確立されているか。 

１０ 

4 実施体制・ 

スケジュール 

・実施スケジュールは、実現可能なものか。 

・本業務の実施体制は、十分なものであるか。 

 

１０ 

5 品質・性能保証等 ・本システムの処理能力は利用規模に対して適切

か。 

・アクセシビリティへの対応が具体的かつ適切

か。 

・サービスの品質・性能保証対応が十分か。 

１０ 

6 独自提案 ・本市に有益な独自提案があるか。 

（事務削減についての提案等） 

１０ 

7 プレゼンテーショ

ン 

・説明内容及び質疑応答が的確か。 １０ 

合 計 １００ 

 

10 選定結果 

（１）選定結果は、全ての企画提案者にプロポーザル審査結果通知書（様式第１２号） 

   により通知する。 

（２）選定結果通知を発送した日の翌日以降に、次の項目を市のホームページで公表 

する。 

① 所管課及び業務名 

② 企画提案者数 

③ 受託候補者の名称 

（３）選定結果についての問合せは受け付けない。また、異議申立ても認めない。 

 

11 契約締結に向けての協議 

（１）契約までの手順 

以下の①から③の手順により委託契約を締結する。 

 ① 受託候補者と契約内容について協議を行う。 



7 

 

※ 仕様書及び企画提案書の趣旨を逸脱しない範囲内での内容の変更も含む。 

② 本市と受託候補者の双方が契約内容に合意した場合、受託候補者から見積書 

を徴する。 

③ 見積金額が、本市の予定価格の範囲内であった場合、委託契約を締結する。 

（２）協議が不調となった場合又は見積金額が予定価格の範囲内に収まらなかった場

合は、審査委員会における評価結果の上位の者から順に契約締結の協議を行う。 

 

12 情報公開 

市は、提出された企画提案書等について、出雲市情報公開条例（平成17年出雲市

条例第4号）の規定による請求に基づき、第三者に開示することができるものとす

る。 

ただし、法人等の競争上の地位その他正当な利益を害すると認められる情報は非

開示となる場合がある。 

また、本プロポーザルによる契約締結前において、公正又は適正な受託候補者選

定に影響がでるおそれがある情報については契約締結後に開示するものとする。 

 

13 その他 

（１）提出書類の取扱い 

① 提出された書類は返却しない。 

② 提出後の訂正、差し替えは、本市から指示があった場合を除き認めない。 

③ 提出された書類は、本プロポーザルにおける候補者選定以外の目的では使用 

しない。 

④ 提出された書類は、受託候補者選定に必要な範囲で複製する場合がある。 

（２）本プロポーザルに係る費用については、全て企画提案者の負担とする。また、 

   本市の都合による本プロポーザルの中止又は延期を含め、いかなる理由におい 

ても、それまでに要した費用を本市に請求することはできない。 

（３）参加申込書の提出後に本プロポーザルへの参加を辞退する場合（候補者として 

   選定された後に辞退する時も含む。）は、辞退届（任意様式）を提出すること。 

（４）次の事項のいずれかに該当する企画提案者は失格とする。 

① 参加資格要件を満たしていない場合又は満たさなくなった場合 

② 提出書類に虚偽の記載があった場合又は不備があった場合 

③ 実施要領に示した提出期限、提出先、提出方法、書類作成上の留意事項等 

  の条件に適合しない書類の提出があった場合 

④ 受託候補者選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 

⑤ 本市が指定した時間に、特別の事情なくプレゼンテーションを行えなかった 

場合 

⑥ 見積書の金額が、提案上限額を超過している場合 

（５）企画提案書の著作権は、当該企画提案書を作成した者に帰属するものとするが、 

 委託業務の契約相手となった者が作成した企画提案書については、市が必要と 

   認める場合には、市は事前に通知することなく、その一部又は全部を無償で使 

   用（複製、転記又は転写をいう。）することができるものとする。 
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（６）企画提案者は、不知又は内容の不明を理由として、本プロポーザルに関してい 

   かなる異議も申し立てることはできないものとする。 

（７）手続において使用する言語及び通貨単位は、日本語及び日本通貨に限る。 

 

14 施行期間 

本実施要領は、令和７年７月１１日から施行し、出雲市AI配車システム導入業務

の委託契約締結をもって、その効力を失う。 


